
今更ですが・・・。先日、母が「素晴ら

しい布が見つかったわ！これでマスクを作

って！」と、嬉々として持ってきました。

一見、普通の日本手ぬぐい。しかしよく見

ると、「舟木一夫」

の文字が。以前、

コンサートで買っ

たものだそう。

言われるがまま作って渡すと、狂喜乱舞♡

「これ、使うの？」と聞くと「ええ、もち

ろん。お出かけ用にね！」との回答。

これを、出かける際に使おうと企む母の

センスは理解不能。「娘が作ってくれたのよ

〜」と言わないよう、念を押しました。

訶梨帝母

ついにマスクも届きまし

た。マスクが足りない方に

は助かりますね。

給付金の案内も届きまし

た。名古屋市は全国より遅

いほうだそうです。人口が多いからでしょ

うか。コロナウイルスの感染拡大も収束傾

向ですが、全世界はまだまだ大変な状況の

ようです。早く収まるようにお薬師さんに

お参りしています。 征阿

『友引町内会通信』はパソコンやタブレッ

トでもお読みいただけます。検索は

http://www.daigoji-temple.jp/ 「友引町内

会通信」をクリックしてください。寺務局

ありがたいことに、You Tube のおかげ

で色々な宗派の法要の様子を映像で見るこ

とができ、その技を研究し、練習してオリ

ジナルの法要を開発中です。そのなかでご

好評をいただいている

のが、写真の長太鼓と

平太鼓の２台を使って

読経する『般若心経』

です。以前は長太鼓だけでした。真言宗の

方が叩いておられる動画を何回も見て当寺

のリズムのなかに少し低めの音の平太鼓を

ミックスしてみました。リズムのパターン

数が増えてより躍動的になりました。心経

は元気よく読まないと！ 朝６時より、出

勤前の檀家さんがお寺へ「月参り」に来ま

す。その方々にはモーニングサービスで太

鼓での心経 3 巻をプラスしてお参りさせて

いただいております。高価なドリンク飲む

よりも元気が出るみたいです。その後、位

牌や過去帳を持ったまま会社等へ行かれる

みたいです。 俊徳丸

泰山木(タイサンボク)は、モクレンやコ

ブシの仲間で、今の時期に大輪で純白の香

りのよい花を咲かせま

す。香水の原料や化粧

品の香料として「マグ

ノリア」と言われる場合はこの花のことだ

そうです。花言葉は「前途洋々」「威厳」。

良いことづくめのようですが、本堂の軒よ

り高いところで上向きに咲いているので、

ほぼ気づいてもらえないのです。

そういうタイプの人がいます。迷走坊
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間抜けな墓など無い 

以前、妻と近くのイオンモールへお昼を食べ

に行った時、急に大事なことを思い出したよう

な口ぶりで「私、旅行会社でパンフレット貰っ

てくる！」と足早に向かった。そのお店の入口

付近には海外旅行も含め多くのパンフレット

が並んでおり、お互いお寺の仕事で旅行など縁

が無いけど、眺めていると私も心ウキウキして

しまい一瞬だけど淡い夢心地になった。恐ろし

き旅行会社の技！お浄土への旅立ちパンフレ

ットも作ってくれないものか？ そんな私の

横で妻は国内旅行の、それも「温泉旅」だけを

何枚も手にしている。「帰ったら墓地の無縁佛

さまたちにお供えするの」と妻は言う。 

 

妻は毎朝 4 時か 5 時には起きて、境内の佛さ

ま方やお稲荷さんなど神さま方や銀杏の大樹、

お墓で、亡くなりなられた霊と話を 2 時間ほど

かけて聞いて回っているようで、その会話を住

職である私に時々教えてくれる。後日に檀家さ

んへお参りに行った時に役に立つことがある。

手を合わせたら、自分の願いや思いを言うので

はなく、「聞く」ことが大事だという。その日

の無縁佛さんは「温泉旅行に行きたい」とお話

しになったそうだ。当寺の墓地の横は JR 東海

道本線で、そこを飛騨高山と信州長野へ行く特

急列車が往来している。電車のなかで温泉旅行

へいく人たちが本当に楽しそうだから羨まし

い！行きたい！」という願いを聞きパンフレッ

トをお供えさせていただいたという次第。そん

なお供えで満足されるの？ それがたいへん

お喜びになるのです。それ以前も、「どぶろく」

を友人 7 名と車座になって呑みたいとか、両切

りの巻ピースを吸いたいなど、それらを探すの

が大変だったこともあった。無理なご要望の時

ははっきりお断り申し上げることも大事なこ

と。最近良く耳にする「墓じまい」という言葉

には哀しさを感じます。不景気になって「店じ

まい」と一緒に

してほしくな

い。 

 

左の写真は、

昨年愛知県で

開催された『表

現の不自由展 その後』で、「慰安婦像」、「昭

和天皇の肖像写真をバーナーで燃やし、足で踏

みつける映像」と共に特に問題視された作品

（？）です。かまくら型の墓（？）に特攻隊員

の寄せ書きを張り付け、ご丁寧にしめ縄までし

てあります。この作品（？）の題名が『間抜け

な日本人の墓』です。表現の自由と言いつつも

国内すべての戦没者、遺族を冒涜したものとし

か受け取られません。死者をお祀りする墓が芸

術作品の材料になどありえない。また、これら

問題視されそうな出展作品を隠して申請し、

「公」の機関から多額（８億円弱）の助成金を

得て開催し、その責任者である大村愛知県知事 

が先日リコール請求をされた。   俊徳丸 



六
月
か
ら
学
校
再
開
で
、
よ
う
や
く
息
子
も
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
来
な
ら
小
学
一
年
生
は
二
週
間
程
度

の
慣
ら
し
期
間
を
経
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な
悠
長

な
事
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
と
ば
か
り
に
四
日
目

か
ら
給
食
ス
タ
ー
ト
。
ぐ
う
た
ら
生
活
を
送
っ
た

挙
句
に
、
い
き
な
り
ト
ッ
プ
ギ
ア
に
入
れ
て
、
我

が
息
子
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
ま
し
た
が
、

自
宅
待
機
生
活
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
た
ら
し
く
跳

ね
る
様
に
登
校
し
て
い
ま
す
。
毎
朝
、
分
団
集
合

場
所
に
連
れ
て
行
き
、
連
れ
立
っ
て
登
校
す
る
の

を
見
送
る
の
が
、
暫
し
母
の
務
め
じ
ゃ
わ
い
の
う
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
日
目
に
、
「
一
人
で

行
け
る
か
ら
マ
マ
は
つ
い
て
こ
な
い
で
。
あ
と
、

帰
り
も
家
の
外
に
出
て
待
っ
て
い
な
い
で
！
一
人

で
家
に
入
れ
る
か
ら
。
」
と
言
わ
れ
、
マ
マ
は
軽

く
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
次
第
で
す
。

ぼ
ち
ぼ
ち
「
お
稽
古
事
」
を
始
め
よ
う
か
と
思

い
、
三
月
頃
か
ら
下
調
べ
な
ど
し
て
お
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
か
ら
続
く
体
操
教
室
。
あ
れ
は
ほ
ぼ
ほ
ぼ

遊
び
。
さ
あ
、
君
は
何
の
お
稽
古
に
行
き
た
い
？

と
問
え
ば
想
像
通
り
「
お
絵
描
き
教
室
」
。
そ

 れ
も
ほ
ぼ
ほ
ぼ
遊
び
じ
ゃ
ん
と
思
い
つ
つ
も
彼
の

意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
決
め
た
教

室
は
車
で
十
分
ほ
ど
の
場
所
で
、
一
軒
家
。
そ
の

外
壁
に
は
ぐ
る
り
と
面
妖
な
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、

先
生
は
六
十
代
の
男
性
。
お
話
が
も
の
す
ご
く
下

手
で
、
浮
世
離
れ
っ
ぷ
り
が
強
め
。
こ
れ
が
学
習

塾
の
先
生
だ
っ
た
ら
お
断
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

「
絵
描
き
」
と
は
か
く
あ
る
べ
き
哉
、
と
思
い
入

会
い
た
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
例
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
。
教

室
も
自
粛
で
、
や
っ
と
六
月
か
ら
通
え

て
い
ま
す
。

世
阿
弥
が
『
風
姿
花
伝
』
の
中
で

「
稽
古
を
始
め
る
の
は
六
歳
が
良
い
」

と
説
き
、
古
典
芸
能
の
世
界
で
は
六
歳
の
六
月
六

日
を
「
稽
古
始
め
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
私
も

そ
の
日
に
祖
母
に
手
を
引
か
れ
て
箏
を
習
い
始
め

た
ら
し
い
で
す
。
小
学
生
時
代
は
、
月
曜
ピ
ア
ノ
、

火
曜
そ
ろ
ば
ん
、
水
曜
箏
、
木
曜
習
字
、
金
曜
そ

ろ
ば
ん
、
土
曜
箏
と
い
う
日
程
で
し
た
。
現
在
ほ

ど
学
習
塾
が
主
流
で
は
な
い
時
代
で
、
の
ん
び
り

し
た
お
稽
古
事
ば
か
り
。
当
時
、
と
て
も
真
面
目

で
お
利
口
さ
ん
ぶ
っ
て
い
た
私
は
、
サ
ボ
ら
ず
確

実
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
友
達
と
遊
ぶ
よ
り
「
絶

対
お
稽
古
優
先
主
義
」
。
「
今
日
は
◯
◯
だ
か
ら
少

し
し
か
遊
べ
な
い
よ
」
と
言
い
放
つ
、
ス
カ
し
た

嫌
な
女
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
よ
く
い
じ
め
ら

れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
息
子
に
は
、
今
後
学

校
生
活
で
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
際
に
「
心
が
逃
げ

ら
れ
る
場
所
、
学
校
だ
け
じ
ゃ
な
い
世
界
」
に
気

づ
く
為
の
稽
古
事
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

さ
て
、
他
に
は
何
が
良
い
か
し
ら
。
残
念
な
事
に

音
痴
で
あ
る
事
は
立
証
さ
れ
た
の
で
、
音
楽
以
外

の
何
か
を
・
・
・
。

毎
週
、
絵
画
教
室

か
ら
持
ち
帰
る
息
子

の
絵
を
「
も
し
や
、

キ

ミ

は

天

才

か

も

よ
！
」
と
褒
め
ま
く

る
バ
カ
母
と
バ
カ
婆

で
す
。

訶
梨
帝
母
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30 代半ばと思しき男性から境内で声を掛け

られました。気に染まぬ離婚をしなければな

らなくなって、良縁吉祥を求めているとか。

「現世利益を願うのは間違っているでしょう

か？」というご質問を受けました。

我が宗では現世利益より念佛の利益を説き

ます。しかし彼のように、前より幸せな家庭

を築きたいと佛さまの導きを願うなら、現世

利益を一言で否定するのは気の毒。とは言え

良縁𠮷祥が専門の佛さまは拙寺にはおられま

せんし、私は西行法師でも文覚上人でもない

ので、適任かどうか・・・。

フランスの格言に、「愛はいつも、いっそう

深まっていくか、だんだん冷めていくかのど

ちらかである」とあります。努力を続けない

と冷めてしまうのですねぇ。

例えば、菩薩として修業を積み佛の位に就

いた方は、あとは何もしないで昼寝している

と思いますか？ 以前にも増して精進されて

いると思います。

人々は佛さまの専門性に応じてそれぞれお

参り先を選んでいます。お釈迦さまの教えは

「応 病 与薬」、その人の病（悩み）に応じて
おうびよう よ やく

与えられる薬（解決策）が違うからです。

外科医へ行くか内科医へ行くかは病気によ

って判断しますし、同じ内科でも循環器系と

呼吸器系というように医師によって専門性が

あります。歯が痛いのに肛門科へ行きます？

極楽浄土へ往生したいなら阿弥陀佛に帰依

すること。他の佛さまに頼んでも無理です。

新型コロナウィルスの病魔退散・早期終息を

祈願するなら薬師如来。長期休校で勉強の遅

れが心配な子どもの学業成就を願うなら虚空
こ くう

蔵菩薩や文殊菩薩、一生守って欲しいなら
ぞう ぼ さつ もんじゆ ぼ さつ

生まれ年の干支によって決まっている守り本

尊など、それぞれ信仰を集めておられます。

良縁吉祥祈願なら、愛染 明 王でしょう。
あいぜんみようおう

一面三目六臂（腕が６本）で忿怒相（怒り
いちめんさんもく ろ つぴ ふん ぬ そう

の顔）、頭には獅子の冠をか

ぶり、宝瓶の上に咲いた蓮
ほうへい

華の上に結跏趺坐で座ると
けつ か ふ ざ

いう、大変特徴のある姿です。

その身色は真紅で、後背に日

輪を背負って表現されること

が多いようです。また、西洋の愛の神・キュ

ーピッド(Cupid)と同じで弓矢を持っています。

愛情・情欲をそのまま悟りの心に変える力

をもち、煩悩即菩提を象徴している。つま
ぼんのうそく ぼ だい

り愛欲を肯定し、人間を高めるエネルギーに

転換するのですから、恋愛や情欲で悩める人

には誠に頼りがいがあります。

大阪の夏祭りは愛染堂 勝 鬘院の愛染祭
あいぜんどうしようまんいん

(６月30日～７月２日)で幕を開け、良縁を求

める参詣客で賑わいます。しかし、行儀の悪

い一部の若者がごみを散らかす、暴走族が集

まる、立小便をするなどの行為で、2018年か

ら規模縮小に追い込まれました。嘆く人々が、

「殺生やでぇ。おおじょ～しまっせぇ～」。

佛教用語は正しく使ってほしい。 迷走坊
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『
私
説
法
然
伝
』(

６
６)

往
生
す
る
人
た
ち
②

先
月
号
で
は
法
然
上
人
の
そ
の
後
と
関
係
す
る

「
権
門
」
と
「
延
喜
の
改
革
」
に
つ
い
て
書
き
ま

し
た
。
今
月
号
は
そ
の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
ア
ッ
プ
デ
ー
ト=

延
喜
の
改
革
に
よ
り
日
の
本

え
ん

ぎ

の
政
治=

統
治
体
制
が
刷
新
さ
れ
た
。
朝
廷=

中
央

は
各
地
の
請
負
制
度(

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ)

に
よ

り
現
地
を
統
治
す
る
方
式
と
な
っ
た
の
だ
が
、
そ

れ
に
よ
り
各
地
の
独
立
性
が
高
ま
っ
た
。
中
央
が

直
接
的
に
支
配
す
る
地
域
は
畿
内
中
心
と
な
り
、

中
央
政
治
に
お
い
て
は
各
地
よ
り
上
奏
さ
れ
て
く

る
諸
問
題
の
決
裁
を
中
心
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
政
治
体
制
の
中
で
重
要
と
な
る
の
が
年
中
行

事
を
円
滑
に
行
う
事
、
そ
し
て
人
事
権
と
な
る
。

長
き
に
わ
た
り
御
親
政
を
行
っ
た
村
上
天
皇
が

康
保
四
年
（
九
六
七
年
）
に
崩
御
さ
れ
る
。
そ
の

こ
う
ほ
う

後
冷
泉
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
が
「
気
の
病
」
が
あ

っ
た
と
さ
れ
、
実
質
的
な
政
治
権
限
は
摂
政
・
関

白
と
な
る
藤
原
実
頼
が
握
る
事
に
な
る
。
こ
の
後

は
政
治
的
な
主
導
権
争
い
が
藤
原
氏
と

源

高

み
な
も
と
の
た
か

明

（
醍
醐
天
皇
第
十
子
）
と
の
間
で
起
こ
り

あ
き
ら

（
安
和
の
変
）
そ
れ
に
勝
利
し
た
藤
原
氏
が
こ
の

後
絶
大
な
権
力
を
握
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
摂

政
・
関
白
と
い
う
地
位
の
独
占
化
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
藤
原
氏
は
摂
関
家
と
し
て
君
臨
し
、
摂
関

家
が
固
定
化
す
る
事
に
よ
り
「
天
皇
」
と
い
う
存

在
も
朝
廷
と
い
う
意
義
も
固
定
化
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
。
当
然
上
位
貴
族=

公
卿
の
固
定
化
、
実
務

官
僚
や
軍
人
の
職
業
と
し
て
の
固
定
化
、
様
々
な

職
能
団
体
の
固
定
化
な
ど
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
で
は
多
く
の
職
能
民
が
生
ま
れ
、
多
様

化
し
「
芸
能
の
民
」
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

く
。
権
力
が
固
定
化
さ
れ
る
と
同
時
に
社
会
に
多

様
性
が
生
ま
れ
固
定
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

寺
社
勢
力
も
同
じ
く
、
朝
廷
の
支
配
を
受
け
つ
つ

も
独
自
の
「
職
能
団
体
」
と
な
っ
て
い
く
。
経
済

基
盤
と
し
て
「
不
輸
の
権
」（
非
課
税
地
）
を
持
つ

ふ

ゆ

荘
園
を
持
っ
て
い
た
が
、
当
然
そ
れ
ら
の
地
に
住

む
人
々
は
職
能
民
も
多
く
存
在
し
寺
社
の
統
治
下

で
組
織
化
さ
れ
て
い
く
。
金
融
や
輸
送
な
ど
を
行

う
職
能
民
も
寺
社
の
組
織
の
中
で
発
展
す
る
。
つ

ま
り
寺
社
勢
力
も
ま
た
「
世
俗
社
会
」
の
動
き
と

同
じ
く
「
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
国
家
直
営
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
の

寺
院
、
さ
ら
に
は
神
社
も
ま
た
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
る
事
に
よ
り
直
営
体
制
か
ら
独
立
し
た
「
企
業

集
団
」
の
よ
う
な
形
態
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
必
要
に
迫
ら
れ
た
変
化
で
も
あ
っ

た
。
国
家
直
営
で
は
運
営
が
成
り
立
た
な
い
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
「
競
争
」
と
い
う
現
実
も
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
迫
る
理
由
で
あ
っ
た
。
寺
社
間
の
勢
力

争
い
は
競
争
を
生
み
出
し
た
。
朝
廷=

国
家
よ
り
の

統
治
体
制
は
官
人
に
よ
る
「
俗
別
当
」
と
い
う
非

ぞ
く
べ
つ
と
う

僧
侶
に
よ
る
寺
社
の
間
接
的
な
統
治
体
制
で
あ
っ

た
が
（
例
え
ば
最
澄
は
延
暦
寺
の
警
護
や
運
営
の

為
に
俗
別
当
の
設
置
を
朝
廷
に
求
め
た
）
こ
の
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
の
時
期
に
な
る
と
有
力
寺
社
に
は
天

皇
家
や
藤
原
摂
関
家
を
始
め
と
す
る
有
力
な
家
か

ら
の
出
身
者
が
僧
侶
と
な
り
、
高
位
の
僧
と
な
り

支
配
層
と
な
る
こ
と
で
世
俗
で
の
権
勢
や
家
格
が

僧
侶
世
界
に
持
ち
込
ま
れ
る
事
に
な
り
、
そ
れ
が

競
争
を
加
速
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
寺
社

勢
力
は
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
よ
り
運
営
規
模
の
巨
大

化
と
共
に
「
権
門
」
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。】

以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)
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続
・
観
経
物
語(

１
３)

観
経
要
讃(

十
二)

生

死
の
里
に
さ
す
ら
え
る

し
よ
う

じ家
な
き
人
の
家
と
し
て

寶
楼

宮

閣
た
て
か
ま
え

ほ
う
ろ
う
き
ゆ
う
か
く

歸
れ
よ
去
來
と
喚
び
給
う

か
え

よ

要
讚
の
第(

十
二)

は
観
経(

佛
説
観
無
量
壽
経)

の

正

宗

分(

＝
主
要
文)

の
う
ち
、
第
六
番
目

し
よ
う
じ
ゆ
う
ぶ
ん

の
観
想
方
法
で
あ
る
宝
楼
観
の
要
旨
を
味
わ
い
読

み
込
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
観
経
は
、
こ
こ
ま
で
に

私
た
ち
衆
生
の
観
想
の
拠
り
所
と
な
る
、
太
陽
や

山
河
大
地
の
観
想
法
と
し
て
、
日
想
観
、
水
想
観
、

宝
地
観
、
宝
樹
観
、
宝
池
観
と
し
て
説
か
れ
て
き

ま
し
た
。
い
づ
れ
も
私
た
ち
衆
生
に
と
っ
て
自
然

物
と
し
て
馴
染
み
く
想
像
し
や
す
い
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
宝
楼
観
に
至
っ
て
説
法
の
内
容
が

変
化
し
ま
す
。
経
に
「
こ
の
よ
う
な
多
く
の
宝
石

で
飾
ら
れ
た
国
土
の
そ
れ
ぞ
れ
の
境
界
の
う
え
に
、

五
百
億
の
宝
で
で
き
た
楼
閣
が
あ
る
。
そ
の
楼
閣

の
う
ち
に
は
無
数
の
天
神
が
住
み
、
天
界
の
歌
舞

音
曲
を
演
奏
し
て
い
る
」
と
あ
り
、
以
下
は
楼
閣

の
な
か
の
設
備
や
様
子(

＝
荘
厳)

の
説
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
建
物
が
あ
る
こ
と
は
語
ら
れ

る
が
、
そ
の
具
体
的
な
大
き
さ
や
規
模
、
す
が
た

形
の
色
や
様
子
な
ど
私
た
ち
が
想
像
し
納
得
で
き

る
具
体
像
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
釈
尊

は
具
体
的
な
宝
楼
像
を
お
示
し
に
な
ら
れ
な
か
っ

た
の
か
。
こ
の
観
経
で
お
説
き
に
な
る
観
想
法
は

聖
者
の
為
の
修
行
法
で
は
な
く
、
韋
提
希
の
よ
う

な
凡
夫
や
未
来
の
衆
生
の
為
に
説
き
聞
か
せ
る
為

に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
当
然
、
時
間
と

場
所
を
超
え
て
具
体
的
で
、
か
つ
共
通
的
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
想
、
水
想
、
宝
地
、
宝
樹
、

宝
池
の
観
法
は
そ
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
宝
楼
す
な
わ
ち
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
時
代
、

場
所
の
限
定
を
受
け
る
の
で
、
釈
尊
が
具
体
的
に

語
っ
て
し
ま
わ
れ
る
と
未
来
の
衆
生
が
想
い
描
く

宝
楼
と
釈
尊
が
想
わ
れ
る
も
の
と
に
齟
齬
が
生
じ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
釈
尊

は
、
衆
生
と
の
相
違
い
を
問
題
に
し
て
い
な
い
こ

と
を
表
す
た
め
に
具
体
像
を
示
さ
れ
な
か
っ
た
と

理
解
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、

「
こ
の
観
想
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
極
楽
世

界
の
宝
樹
、
宝
地
、
宝
池
を
あ
ら
ま
し
見
た
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
を
総
観
想
と
よ
び
第
六
観
と
名
づ

け
る
。
」
と
観
経
に
あ
る
よ
う
に
、
仮
に
こ
の
世

界
に
あ
る
も
の
に
例
え
て
、
衆
生
に
極
楽
世
界
の

様
子
や
あ
り
さ
ま
を
説
く(

＝
依
報)

と
い
う
目
論

え

ほ
う

み
は
、
衆
生
が
自
ら
最
高
と
思
う
宝
楼
を
想
い
描

け
ば
完
成
を
み
る
の
で
す
。
完
成
さ
れ
た
極
楽
世

界
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
要
讚
に
あ
る
よ
う
に
、

「
生
死
の
世
界
に
さ
す
ら
え
る
」
迷
い
安
住
の
地

を
持
た
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
素
晴
ら
し
き
土
地

と
、
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
が
想
像
で
き
る
最
高
の
建

物
住
居
が
、
極
楽
世
界
に
は
あ
る
と
言
え
る
し
、

「
い
ざ
、
帰
っ
て
こ
い
と
喚
ん
で
い
る
」
と
も
言

え
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
世
の
物
に
例
え
て

説
い
た
依
報
仮
観
が
、
正
し
く
極
楽
世
界
を
説
く

「
正
観
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

《
妙
星
斎
》
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